
※イメージ図です。実際

の施工場所の図面ではご

ざいません。参考として

ご覧ください。

左の図のように床下の梁

の外側と内側、屋根の軒

下と外側と銅管を張り巡

らすため、それぞれ５０

～１００ｍ程度の長さに

なります。

空気管は最大１００ｍま

でと法律で決まっている

ため、感知器が２台にな

ります。

空気管を切り離した

画像になります。

竣工図面を参考に半

分の付近で切断して

どちら側の銅管が悪

いのか調べます。

張替えの施工性を考

え、広くスペースを

とれる場所で切り離

しました。



左図赤丸部分に亀裂がありま

す。５０～１００ｍあるなか

で１mm程度の穴を見つける

のは、大変です。それも目立

たないように建物の境目に

沿って張っていますし、今回

は軒下なので脚立やはしごを

使用して少しずつ場所を変え

ながら目視で探します。

完全に切れてたりすれば分か

りやすいのですが、経年劣化

でこういった状態になります。

ステップル(空気管を固定す

る釘のような物)を外して延

ばすとこんな感じでした。

亀裂が２箇所あります。

経年劣化による錆の腐食で

穴が開いたと思われます。

屋外なので環境の影響が大

きいので仕方ないと思いま

す。４０年経っているので

もった方でしょう。



文化財を傷つけないよう

に慎重にステップルを抜

いていきます。

取り付ける時より抜く方

が大変です。なぜならば

壁や天井の境目の角にス

テップルできっちり固定

してあるので、抜く方が

力を使います。

既設一部取り外し後。



こちらが空気管とステップル

になります。

ステップルで等間隔(0.35ｍ以

内)に取り付けていきます。

ステップルも空気管に合わせ

て塗装済みです。

張替え後。施工中の作業は

お見せできません。ご了承

ください。

銅管は暖かい時期になると

伸びるため、自作の専用の

道具を使いながら引っ張っ

た状態でステップルに止め

ていきます。そうしないと

時が経てば銅管が伸びてぐ

にゃぐにゃになり見栄えが

とても悪くなります。

業者の良し悪しを見分け

るポイントの一つになり

ます。



空気管を張った後は既存の

銅管と新しい銅管の間に接

続金具(スリーブ)を使って

半田で仕上げて完了です。

左の図ははんだで仕上げた

後の塗装も完了しています。

最後に試験を実施して、問

題なく作動することを確認

して終了です。


